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平成 28 年３月期第２四半期累計期間の業績予想と実績値との差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
平成 27 年５月 8 日に公表しました平成 28 年３月期第２四半期累計期間の業績予想と本日公表の実

績値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 
また、最近の業績動向等を踏まえ、平成 28 年３月期通期業績予想を下記の通り修正いたしましたの

で、お知らせいたします。 
 

記 
 
1. 平成 28 年３月期第２四半期累計期間の業績予想と実績値との差異 

（平成 27 年４月１日～平成 27 年９月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

 
前回発表予想（A） 

百万円

 2,370

百万円

70

百万円

70

百万円 

50 

円 銭

1.05

実 績 値 （B） 2,384 △7 3 △0 △0.01

増 減 額 （B－A） 14 △77 △67 △50 

増 減 率 （％） 0.6 ― △95.7 ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成 27 年３月期第２四半期） 

2,288 47 50 43 0.91

 
2. 平成 28 年３月期通期業績予想の修正 

（平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 
前回発表予想（A） 

百万円

 5,280

百万円

210

百万円

200

百万円 

150 

円 銭

3.14

今回修正予想（B） 5,280 70 73 55 1.15

増 減 額 （B－A） ― △140 △127 △95 

増 減 率 （％） ― △66.7 △63.5 △63.3 

（ご参考）前期実績 
（平成 27 年３月期） 

4,921 68 68 41 0.87



 

3. 差異および修正の理由 
当第２四半期累計期間の当社業績は、売上高については計画通りに推移しましたが、損益面では、

ＬＰガス容器用弁の主要原材料である黄銅材の価格が期中では高止まりとなったこと、鉄鋼標準製

品の増産が主に部材調達の制約により計画通りに進まなかったこと、国内向け製品価格の改定につ

いて、その進捗が想定より遅延していること等により、収益性が悪化し、営業利益、経常利益およ

び四半期純利益が当初予想を下回る結果となりました。 

   平成28年３月期の通期業績予想については、主力製品であるＬＰガス容器用弁の需要期に入り、

期末に向けて収益の改善が見込まれますが、当第２四半期累計期間の実績を踏まえ、かつ、上期収

益悪化要因の影響およびその対策効果の実現可能性の不透明さを勘案して上記の通り利益につい

て当初予想を修正することとします。 

なお、配当予想につきましては、投資有価証券の見直しや保有不動産の売却検討等も行うことを

前提として変更はありません。 
 
※ 上記の予想は、現時点において入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後

様々な要因によって、予想値と異なる可能性があります。 
 
 

以 上 


